
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
無線送信局から誤り訂正符号化された信号を受信する複数の無線受信局から当該受信信号
に基づいた信号を受信局に対して送信し、受信局にて受信される信号に基づいて受信情報
系列を生成するようにした受信信号合成方法において、
　各無線受信局では、無線送信局から受信した信号に対して誤り訂正復号及び誤り検出処
理を行い、その誤り検出処理にて誤りが検出されなかったときにその誤り訂正復号結果を
、誤りが検出されたときに誤り訂正復号前の信号を受信局に伝送し、
　受信局では、いずれかの無線受信局から誤り訂正復号結果又は誤り訂正復号前の信号を
受信したときに ての無線受信局で誤りが検出されたか否かに基づいて、

判断するように
した受信信号合成方法。
【請求項２】
無線送信局から誤り訂正符号化された信号を受信する複数の無線受信局から当該受信信号
に基づいた信号を受信局に対して送信し、受信局にて受信される信号に基づいて受信情報
系列を生成するようにした受信信号合成方法において、
　各無線受信局では、無線送信局から受信した信号に対して誤り訂正復号及び誤り検出処
理を行い、その誤り検出結果に応じた第一の情報または該第一の情報より誤りの程度の大
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、全 少なくとも１
つの無線受信局で誤りが検出されない場合、誤り訂正復号結果を選択合成して受信信号系
列を生成すると判断し、全ての無線受信局で誤りが検出された場合、誤り訂正復号前の信
号を最大比合成した後に誤り訂正復号を行って、受信信号系列生成すると



きい状態を表す第二の情報を受信局に伝送し、
　受信局では、いずれかの無線受信局から上記第一の情報を受信したときに、その第一の
情報の送信元となる無線受信局に対して第一の信号伝送命令を伝送し、全ての無線受信局
から上記第二の情報を受信したときに、全ての無線受信局に対して第二の信号伝送命令を
伝送し、
　更に、各無線受信局では、受信局から上記第一の信号伝送命令を受信したときに、誤り
訂正復号結果を受信局に送信し、受信局から上記第二の信号伝送命令を受信したときに、
誤り訂正復号前の信号を受信局に伝送し、
　更に、受信局では、無線受信局から誤り訂正復号結果を受信したときに、その受信した
誤り訂正復号結果を選択合成して受信情報系列を生成し、全ての無線受信局から誤り訂正
復号前の信号を受信したときに、その受信した信号を最大比合成した後に誤り訂正復号を
行って受信情報系列を生成するようにした受信信号合成方法。
【請求項３】
請求項２記載の受信信号合成方法において、
　各無線受信局では、無線送信局にて誤り訂正符号化として組織符号化を施して得られた
信号を当該無線送信局から受信して、繰り返し処理を伴った誤り訂正復号を行う際に、そ
の処理を所定回数繰り返す毎に誤り検出処理を行い、その誤り検出処理の結果に応じて第
一の情報または該第一の情報より誤りの程度の大きい状態を表す第二の情報を受信局に送
信し、
　受信局では、全ての無線受信局から上記第二の情報を受信した場合に、全ての無線受信
局に対して復号の継続を指示し、いずれかの無線受信局から上記第一の情報を受信した場
合に、当該第一の情報の送信元となる無線受信局に対して誤り訂正復号結果を送信する旨
を指示し、更に、無線受信局では、上記受信局から復号の継続を指示された場合に、繰り
返し処理を伴った誤り訂正復号を継続し、上記受信局から誤り訂正復号結果を送信する旨
を指示された場合に、誤り訂正復号結果を受信局に伝送するようにした受信信号合成方法
。
【請求項４】
請求項３記載の受信信号合成方法において、
　上記受信局では、いずれかの無線受信局から上記第一の情報を受信した場合に、当該第
一の情報の送信元となる無線受信局以外の無線受信局に対して誤り訂正復号を停止する旨
を指示し、無線受信局では、上記受信局から誤り訂正復号を停止する旨を指示された場合
に、その繰り返し処理のなされている誤り訂正復号を停止するようにした受信信号合成方
法。
【請求項５】
請求項１乃至４いずれか記載の受信信号合成方法において、
　各無線受信局では、無線送信局から信号を受信する際の受信ＳＩＲを検出して、誤り訂
正復号結果を上記受信局に伝送する際に、その検出した受信ＳＩＲを当該受信局に伝送し
、
　上記受信局では、受信した受信ＳＩＲに基づいて決められた誤り訂正復号結果を上記選
択合成するようにした受信信号合成方法。
【請求項６】
請求項５記載の受信信号合成方法において、
　上記受信局では、最も大きい受信ＳＩＲの送信元となる無線受信局からの誤り訂正復号
結果を合成して受信情報系列を生成するようにした受信信号合成方法。
【請求項７】
請求項２乃至６いずれか記載の受信信号合成方法において、
　各無線受信局では、誤り訂正復号前の信号として復調器の出力を量子化した信号を上記
受信局に伝送するに際し、復調器のＩチャネル出力信号とＱチャネル出力信号とからなる
２次元の情報に対応する量子化テーブルを作成し、この量子化テーブルを参照して復調器
の出力を量子化するようにした受信信号合成方法。
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【請求項８】
請求項２乃至６いずれか記載の受信信号合成方法において、
　各無線受信局では、誤り訂正復号前の信号として復調器の出力を量子化した信号を上記
受信局に伝送するに際し、時間的に連続する復調器のＩチャネル出力信号とＱチャネル出
力信号とをまとめた情報に対応する量子化テーブルを作成し、この量子化テーブルを参照
して復調器の出力を量子化するようにした受信信号合成方法。
【請求項９】
請求項２乃至６いずれか記載の受信信号合成方法において、
　各無線受信局では、誤り訂正復号前の信号として復調器の出力を量子化した信号を上記
受信局に伝送するに際して、復調器出力信号から算出される平均値及び分散を用いて逐次
的に量子化テーブルを作成し、この量子化テーブルを参照して復調器の出力を量子化する
ようにした受信信号合成方法。
【請求項１０】
請求項２乃至６いずれか記載の受信信号合成方法において、
　各無線受信局では、誤り訂正復号前の信号を量子化して上記受信局に伝送するに際して
、当該誤り訂正復号前の信号から推定される受信ＳＩＲに基づいて量子化ビット数を決定
し、その決定されたビット数にて上記誤り訂正復号前の信号を量子化するようにした受信
信号合成方法。
【請求項１１】
請求項２乃至６いずれか記載の受信信号合成方法において、
　各無線受信局では、無線送信局にて誤り訂正符号化として組織符号化を施して得られた
信号を当該無線送信局から受信して、繰り返し処理を伴った誤り訂正復号を行う前の信号
を量子化して得られる信号を上記受信局に伝送するに際して、誤り訂正復号を行う前の信
号の組織部と冗長部に対してそれぞれ異なった量子化テーブルを作成し、それぞれの量子
化テーブルを参照して上記組織部と冗長部を量子化するようにした受信信号合成方法。
【請求項１２】
請求項２乃至６いずれか記載の受信信号合成方法において、
　各無線受信局では、誤り訂正復号前の信号を量子化して上記受信局に伝送するに際して
、受信局と当該無線受信局との間の伝送情報量の状態に応じて量子化ビット数を決定し、
その決定されたビット数にて上記誤り訂正復号前の信号を量子化するようにした受信信号
合成方法。
【請求項１３】
請求項２乃至６いずれか記載の受信信号合成方法において、
　各無線受信局では、誤り訂正復号前の信号を量子化して上記受信局に伝送するに際して
、受信局から要求される通信品質に応じて量子化ビット数を決定し、その決定されたビッ
ト数にて上記誤り訂正復号前の信号を量子化するようにした受信信号合成方法。
【請求項１４】
無線送信局から誤り訂正符号化された信号を受信する複数の無線受信局から当該受信信号
に基づいた信号を受信局に対して送信し、受信局にて受信される信号に基づいて受信情報
系列を生成するようにした受信信号合成システムにおいて、
　各無線受信局は、無線送信局から受信した信号に対して誤り訂正復号を行う第一の誤り
訂正復号手段と、上記受信した信号に対して誤り検出処理を行う誤り検出手段と、該誤り
検出手段にて誤りが検出されなかったときに、上記第一の誤り訂正復号手段により得られ
た誤り訂正復号結果を、該誤り検出手段にて誤りが検出されたときに、誤り訂正復号前の
信号を受信局に伝送する第一の伝送制御手段とを有し、
　上記受信局は、いずれかの無線受信局から誤り訂正復号結果又は誤り訂正復号前の信号
を受信したときに ての無線受信局で誤りが検出されたか否かに基づいて、

判断する判断
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、全 少なくとも
１つの無線受信局で誤りが検出されない場合、誤り訂正復号結果を選択合成して受信信号
系列を生成すると判断し、全ての無線受信局で誤りが検出された場合、誤り訂正復号前の
信号を最大比合成した後に誤り訂正復号を行って、受信信号系列生成すると



手段を有し、
　上記判断手段で判断され 受信情報系列を生成する受信信号合成システム。
【請求項１５】
無線送信局から誤り訂正符号化された信号を受信する複数の無線受信局から当該受信信号
に基づいた信号を受信局に対して送信し、受信局にて受信される信号に基づいて受信情報
系列を生成するようにした受信信号合成システムにおいて、
　各無線受信局は、
　無線送信局から受信した信号に対して誤り訂正復号を行う第一の誤り訂正復号手段と、
　上記受信した信号に対して誤り検出処理を行う誤り検出手段と、
　該誤り検出手段での誤り検出結果に応じた第一の情報または該第一の情報より誤りの程
度の大きい状態を表す第二の情報を受信局に伝送する誤り状態情報伝送制御手段と
　を有し、
　受信局は、
　いずれかの無線受信局から上記第一の情報を受信したときに、その第一の情報の送信元
となる無線受信局に対して第一の信号伝送命令を伝送する第一の信号伝送命令手段と、
　全ての無線受信局から上記第二の情報を受信したときに、全ての無線受信局に対して第
二の信号伝送命令を伝送する第二の信号伝送命令手段と
　を有し、
　各無線受信局は、更に、
　受信局から上記第一の信号伝送命令を受信したときに、誤り訂正復号結果を受信局に送
信する第一の伝送制御手段と、
　上記受信局から上記第二の信号伝送命令を受信したときに、誤り訂正復号前の信号を受
信局に伝送する第二の伝送制御手段と
　を有し、
　受信局は、更に、
　無線受信局から誤り訂正復号結果を受信したときに、その受信した誤り訂正復号結果を
選択合成して受信情報系列を生成する選択合成手段と、
　全ての無線受信局から誤り訂正復号前の信号を受信したときに、その受信した信号を最
大比合成する最大比合成手段と、
　該最大比合成手段にて得られた信号に対して誤り訂正復号を行って受信情報系列を生成
する第二の誤り訂正復号手段と
　を有する受信信号合成システム。
【請求項１６】
請求項１５記載の受信信号合成システムにおいて、
　上記第一の誤り訂正復号手段は、無線送信局にて誤り訂正符号化として組織符号化を施
して得られた信号を当該無線送信局から受信して、繰り返し処理を伴った誤り訂正復号を
行う組織符号化対応復号手段であり、各無線受信局は、上記組織符号化対応復号手段にて
その処理を所定回数繰り返す毎に上記誤り検出手段にて得られる誤り検出処理の結果に応
じて第一の情報または該第一の情報より誤りの程度の大きい状態を表す第二の情報を受信
局に送信する誤り状態情報伝送制御手段を有し、
　受信局は、全ての無線受信局から上記第二の情報を受信した場合に、全ての無線受信局
に対して復号の継続を指示する第一の指示手段と、いずれかの無線受信局から上記第一の
情報を受信した場合に、当該第一の情報の送信元となる無線受信局に対して誤り訂正復号
結果を送信する旨を指示する第二の指示手段とを有し、各無線受信局では、上記受信局か
ら復号の継続を指示された場合に、上記組織符号化対応復号手段による繰り返し処理を伴
った誤り訂正復号を継続し、上記受信局から誤り訂正復号結果を送信する旨を指示された
場合に、上記組織符号化対応復号手段にて得られた誤り訂正復号結果を受信局に伝送する
ようにした受信信号合成システム。
【請求項１７】
請求項１６記載の受信信号合成システムにおいて、
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た方法により



　上記受信局は、更に、いずれかの無線受信局から上記第一の情報を受信した場合に、当
該第一の情報の送信元なる無線受信局以外の無線受信局に対して誤り訂正復号を停止する
旨を指示する第三の指示手段を有し、無線受信局では、受信局から誤り訂正復号を停止す
る旨を指示された場合に、その繰り返し処理のなされている誤り訂正復号を停止するよう
にした受信信号合成システム。
【請求項１８】
無線送信局から誤り訂正符号化された信号を受信する複数の無線受信局から当該受信信号
に基づいた信号を受信局に対して送信し、受信局にて受信される信号に基づいて受信情報
系列を生成するようにした受信信号合成方法に適用される無線受信局において、
　無線送信局から受信した信号に対して誤り訂正復号を行う誤り訂正復号手段と、
　上記受信した信号に対して誤り検出処理を行う誤り検出手段と、
　該誤り検出手段での誤り検出処理にて誤りが検出されなかったときにその誤り訂正復号
結果を、該誤り検出手段での誤り検出処理にて誤りが検出されたときに誤り訂正復号前の
信号を受信局に伝送する第一の伝送制御手段と
　を有し、
　受信局において、該無線受信局から誤り訂正復号結果又は誤り訂正復号前の信号を受信
したときに、全ての無線受信局で誤りが検出されたか否かに基づいて、

判断し、判断
受信情報系列を生成できるようにした無線受信局。

【請求項１９】
無線送信局から誤り訂正符号化された信号を受信する複数の無線受信局から当該受信信号
に基づいた信号を受信局に対して送信し、受信局にて受信される信号に基づいて受信情報
系列を生成するようにした受信信号合成方法に適用される無線受信局において、
　無線送信局から受信した信号に対して誤り訂正復号を行う誤り訂正復号手段と、
　上記受信した信号に対する誤り検出処理を行う誤り検出手段と、
　該誤り検出手段にて得られた誤り検出結果に応じた第一の情報または該第一の情報より
誤りの程度の大きい状態を表す第二の情報を受信局に伝送する誤り状態情報伝送制御手段
と
　を有し、
　受信局において、該無線受信局から上記第一の情報を受信したときに、その第一の情報
の送信元となる無線受信局に対して第一の信号伝送命令を伝送できるようにすると共に、
全ての無線受信局から上記第二の情報を受信したときに、全ての無線受信局に対して第二
の信号伝送命令を伝送できるようにし、
　更に、受信局から上記第一の信号伝送命令を受信したときに、誤り訂正復号結果を受信
局に送信する第一の伝送制御手段と、
　受信局から上記第二の信号伝送命令を受信したときに、誤り訂正復号前の信号を受信局
に伝送する第二の伝送制御手段と
　を有し、更に、
　受信局において、当該無線受信局から誤り訂正復号結果を受信したときに、その受信し
た誤り訂正復号結果を選択合成して受信情報系列を生成し、全ての無線受信局から誤り訂
正復号前の信号を受信したときに、その受信した信号を最大比合成した後に誤り訂正復号
を行って受信情報系列を生成できるようにした無線受信局。
【請求項２０】
請求項１９記載の無線受信局において、
　上記誤り訂正復号手段は、無線送信局にて誤り訂正符号化として組織符号化を施して得
られる信号を当該無線送信局から受信して、繰り返し処理を伴った誤り訂正復号を行う組
織符号化対応復号手段であり、上記組織符号化対応復号手段にてその処理を所定回数繰り
返す毎に上記誤り検出手段にて得られる誤り検出処理の結果に応じて第一の情報または該
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少なくとも１つの
無線受信局で誤りが検出されない場合、誤り訂正復号結果を選択合成して受信信号系列を
生成すると判断し、全ての無線受信局で誤りが検出された場合、誤り訂正復号前の信号を
最大比合成した後に誤り訂正復号を行って、受信信号系列生成すると された
方法により



第一の情報より誤りの程度の大きい状態を表す第二の情報を受信局に送信する誤り状態情
報伝送制御手段を有し、受信局において、全ての無線受信局から上記第二の情報を受信し
た場合に、全ての無線受信局に対して復号の継続を指示できるようにすると共に、当該無
線受信局から上記第一の情報を受信した場合に、当該無線受信局に対して誤り訂正復号結
果を送信する旨を指示できるようにし、更に、上記受信局から復号の継続を指示された場
合に、上記組織符号化対応復号手段による繰り返し処理を伴った誤り訂正復号を継続し、
上記受信局から誤り訂正復号結果を送信する旨を指示された場合に、上記組織符号化対応
復号手段にて得られた誤り訂正復号結果を受信局に伝送するようにした無線受信局。
【請求項２１】
請求項２０記載の無線受信局において、
　更に、受信局から誤り訂正復号を停止する旨を指示された場合に、上記組織符号化対応
復号手段により繰り返し処理のなされている誤り訂正復号を停止するようにした無線受信
局。
【請求項２２】
無線送信局から誤り訂正符号化された信号を受信する複数の無線受信局から当該受信信号
に基づいた信号を受信局に対して送信し、受信局にて受信される信号に基づいて受信情報
系列を生成するようにした受信信号合成方法に適用される受信局において、
　いずれかの無線受信局から誤り訂正復号結果を受信したときに、その受信した誤り訂正
復号結果を選択合成して受信情報系列を生成する選択合成手段と、
　全ての無線受信局から上記誤り訂正復号前の信号を受信したときに、その受信した信号
を最大比合成する最大比合成手段と、
　該最大比合成手段にて得られた信号に対して誤り訂正復号を行って受信情報系列を生成
する誤り訂正復号手段と
　を有する受信局。
【請求項２３】
無線送信局から誤り訂正符号化された信号を受信する複数の無線受信局から当該受信信号
に基づいた信号を受信局に対して送信し、受信局にて受信される信号に基づいて受信情報
系列を生成するようにした受信信号合成方法に適用される受信局において、
　いずれかの無線受信局からの誤り検出処理の結果に応じた第一の情報を受信したときに
、その第一の情報の送信元となる無線受信局に対して第一の信号伝送命令を送信する第一
の信号伝送命令手段と、
　全ての無線受信局から上記第一の情報より誤りの程度の大きい状態を表す第二の情報を
受信したときに、全ての無線受信局に対して第二の信号伝送命令を伝送する第二の信号伝
送命令手段と、
　上記第一の信号伝送命令に応答して無線受信局から誤り訂正復号結果を受信したときに
、その受信した誤り訂正復号結果を選択合成して受信情報系列を生成する選択合成手段と
、
　上記第二の信号伝送命令に応答して全ての受信局から誤り訂正復号前の信号を受信した
ときに、その受信した信号を最大比合成する最大比合成手段と、
　該最大比合成手段にて得られた信号に対して誤り訂正復号を行って受信情報系列を生成
する誤り訂正復号手段と
　を有する受信局。
【請求項２４】
請求項２３記載の受信局において、
　組織符号化に対応して繰り返し処理を伴った誤り訂正復号を行う際にその処理を所定回
数繰り返す毎に誤り検出処理にて得られる結果に応じて第一の情報または該第一の情報よ
り誤りの程度の大きい状態を表す第二の情報を当該受信局に送信する各無線受信局と信号
の送受信を行い、全ての無線受信局から上記第二の情報を受信した場合に、全ての無線受
信局に対して復号の継続を指示する第一の指示手段と、いずれかの無線受信局から上記第
一の情報を受信した場合に、当該第一の情報の送信元となる無線受信局に対して誤り訂正
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復号結果を送信する旨を指示する第二の指示手段とを有する受信局。
【請求項２５】
請求項２４記載の受信局において、
　更に、いずれかの無線受信局から上記第一の情報を受信した場合に、当該第一の情報の
送信元となる無線受信局以外の無線受信局に対して誤り訂正復号を停止する旨を指示する
第三の指示手段を有する受信局。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、受信信号合成方法及びシステムに係り、詳しくは、無線送信局からの信号を複
数の無線受信局にて受信し、該複数の無線受信局での受信信号に基づいて受信信号を生成
するようにした受信信号合成方法及びシステムに関する。
【０００２】
また、上記のような受信信号合成方法に適用される無線受信局及び受信局に関する。
【０００３】
【従来の技術】
従来、例えば、上りのサイトダイバーシティを実現する移動通信システムのような無線伝
送システムは、図２３に示すように、受信局３（例えば、制御局）に複数の無線受信局２
（例えば、基地局）が接続され、無線送信局１（例えば、移動機）がこれら複数の無線受
信局２と無線伝送路にて接続されて通信を行うように構成されている。このような無線伝
送システムにおいて、各無線受信局２は、無線送信局１から誤り訂正符号化、変調の各処
理を経て送信される電波を受信、復調し、更に誤り訂正復号を行った結果を受信局３に伝
送している。そして、受信局３は、各無線受信局２からの誤り訂正復号結果を選択合成す
ることにより受信信号を生成している。
【０００４】
このような無線伝送システムにより、無線送信局１と無線受信局２との間の無線伝送路に
おける伝送特性がシャドウイングなどによって劣化しても、受信局３にて得られる受信信
号の品質の劣化を極力低減することができる。
【０００５】
また、上記のような無線伝送システムにおいて、各無線受信局２において誤り訂正復号を
行うことなく復調出力を受信局３に伝送し、受信局３において、それらの信号を最大比合
成した後に誤り訂正復号するが考えられる。このような方式によれば、更に、受信信号の
品質を向上することができる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
上述したように、受信局３にて複数の無線受信局２からの復調出力を最大比合成した後に
誤り訂正復号する方式によれば、受信信号の品質を向上させることが可能となるが、無線
受信局２での復調出力が当該無線受信局２と受信局３との間で伝送されるので、無線受信
局－受信局間の伝送情報量が大きくなってしまう。そのため、無線受信局－受信局間の伝
送路（有線、または、無線）の伝送容量を大きく設定しなければならない。
【０００７】
そこで、本発明の第一の課題は、各無線受信局－受信局間における伝送情報量をできるだ
け少なくしつつ、受信局にてより品質の高い受信信号が得られるような受信信号合成方法
及びシステムを提供することである。
【０００８】
また、本発明の第二の課題は、そのような受信信号合成方法に適用することのできる無線
受信局を提供することである。
【０００９】
更に、本発明の第三の課題は、そのような受信信号合成方法に適用することのできる受信
局を提供することである。
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【００１０】
【課題を解決するための手段】
　上記第一の課題を解決するため、本発明 、無線送信局から誤り訂正符号化され
た信号を受信する複数の無線受信局から当該受信信号に基づいた信号を受信局に対して送
信し、受信局にて受信される信号に基づいて受信情報系列を生成するようにした受信信号
合成方法において、各無線受信局では、無線送信局から受信した信号に対して誤り訂正復
号及び誤り検出処理を行い、その誤り検出処理にて誤りが検出されなかったときにその誤
り訂正復号結果を 受信局に伝送し、受
信局では、いずれかの無線 信局から誤り訂正復号結果又は誤り訂正復号前の信号を受信
したときに、上記 送信する対象である全て
の 局で誤りが検出されたか に基づいて、受信した誤り訂正復号結果を選択合
成して 受信情報系 受信した 信号を最大比合成した後に
誤り訂正復号を行って 受信情報系 を判断するように構成される。
【００１１】
このような受信信号合成方法では、いずれかの無線受信局にて誤りの検出がなされなかっ
たときにその無線受信局から誤り訂正復号結果が受信局に伝送される。そして、受信局に
おいて受信した誤り訂正復号結果が第一のアルゴリズムに従って合成されて受信情報系列
が生成される。
【００１２】
　無線受信局において誤り検出がなされた場合の処理は、特に限定されない。例えば、誤
り検出がなされた無線受信局は、何の信号も受信局に伝送しないようにしてもよい。また
、 無線受信局において誤り検出がなされた場合に
受信局にて得られる受信情報系列の品質
を更に向上させる
【００１３】
　また、上記第一の課題を解決するため、本発明 、無線送信局から誤り訂正符号
化された信号を受信する複数の無線受信局から当該受信信号に基づいた信号を受信局に対
して送信し、受信局にて受信される信号に基づいて受信情報系列を生成するようにした受
信信号合成方法において、各無線受信局では、無線送信局から受信した信号に対して誤り
訂正復号及び誤り検出処理を行い、その誤り検出結果に応じた第一の情報または該第一の
情報より誤りの程度の大きい状態を表す第二の情報を受信局に伝送し、受信局では、いず
れかの無線受信局から上記第一の情報を受信したときに、その第一の情報の送信元となる
無線受信局に対して第一の信号伝送命令を し、全ての無線受信局から上記第二の情報
を受信したときに、全ての無線受信局に対して第二の信号伝送命令を伝送し、更に、各無
線受信局では、受信局から上記第一の信号伝送命令を受信したときに、誤り訂正復号結果
を受信局に送信し、受信局から上記第二の信号伝送命令を受信したときに、誤り訂正復号
前の信号を受信局に伝送し、更に、受信局では、無線受信局から誤り訂正復号結果を受信
したときに、その受信した誤り訂正復号結果を選択合 て受信情報系列を生成し、全て
の受信局から誤り訂正復号前の信号を受信したときに、その受信した信号を最大比合
た後に誤り訂正復号を行って受信情報系列を生成するように構成される。
【００１４】
このような受信信号合成方法では、各無線受信局は、誤り検出結果に応じて第一の情報ま
たは第二の情報を受信局に報告する。そして、受信局は、いずれかの無線受信局から第一
の情報を受信したときにその第一の情報の送り元となる無線受信局に対して第一の信号伝
送命令を伝送する。この第一の信号伝送命令を受信した無線受信局は、誤り訂正復号結果
を受信局に伝送し、この誤り訂正復号結果を受信した受信局は、その誤り訂正復号結果を
第一のアルゴリズムに従って合成し受信情報系列を生成する。
【００１５】
また、受信局は、全ての無線受信局から上記第二の情報を受信した場合には、その全ての
無線受信局に対して第二の信号伝送命令を伝送する。この第二の信号伝送命令を受信した
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無線受信局は、誤り訂正復号前の信号を受信局に伝送し、この信号を受信した受信局は、
その受信した信号を第二のアルゴリズムに従って合成した後に誤り訂正復号を行って受信
情報系列を生成する。
【００１６】
上記誤り検出結果に応じた第一の情報及び第二の情報は、誤りの程度（信頼性の程度）を
表すものであれば、特に限定されない。例えば、第一の情報は、誤りが検出されなかった
ことを表し（信頼性が高い）、第二の情報は、誤りが検出されたことを表す（信頼性が低
い）ようにすることもできる。
【００１７】
　上記誤り訂正符号化としてターボ符号化を用いた場合特に有効な手法を提供するという
観点から、本発明は、請求項 に記載されるように、上記受信信号合成方法において、各
無線受信局では、無線送信局にて誤り訂正符号化として組織符号化を施して得られた信号
を当該無線送信局から受信して、繰り返し処理を伴った誤り訂正復号を行う際に、その処
理を所定回数繰り返す毎に誤り検出処理を行い、その誤り検出処理の結果に応じて第一の
情報または該第一の情報より誤りの程度の大きい状態を表す第二の情報を受信局に送信し
、受信局では、全ての無線受信局から上記第二の情報を受信した場合に、全ての無線受信
局に対して復号の継続を指示し、いずれかの無線受信局から上記第一の情報を受信した場
合に、当該第一の情報の送信元となる無線受信局に対して誤り訂正復号結果を送信する旨
を指示し、更に、無線受信局では、上記受信局から復号の継続を指示された場合に、繰り
返し処理を伴った誤り訂正復号を継続し、上記受信局から誤り訂正復号結果を送信する旨
を指示された場合に、誤り訂正復号結果を受信局に伝送するように構成することができる
。
【００１８】
上記組織符号化における符号化アルゴリズムは特に限定されず、例えば、ターボ符号化を
用いることができる。また、誤り訂正復号は上記組織符号化に対応するものであり、処理
が繰り返し行われ、その処理が終了する毎に誤り訂正復号出力がなされる。上記のように
組織符号化としてターボ符号化を用いた場合、この誤り訂正復号は、ターボ復号となる。
【００１９】
　各無線受信局での誤り訂正復号における無駄な処理の繰り返しを防止するという観点か
ら、本発明は、請求項 に記載されるように、上記受信信号合成方法において、上記受信
局では、いずれかの無線受信局から上記第一の情報を受信した場合に、当該第一の情報の
送信元となる無線受信局以外の無線受信局に対して誤り訂正復号を停止する旨を指示し、
無線受信局では、上記受信局から誤り訂正復号を停止する旨を指示された場合に、その繰
り返し処理のなされている誤り訂正復号を停止するように構成することができる。
【００２０】
　更に、高い品質の受信情報系列を生成できるという観点から、本発明 、上記受
信信号合成方法において、各無線受信局では、無線送信局から信号を受信する際の受信Ｓ
ＩＲ  を検出して、誤り訂正復号結果を上記受信局に伝送する際に、その検出した受信Ｓ
ＩＲ  を当該受信局に伝送し、上記受信局では、受信した受信ＳＩＲ
に基づいて決められた誤り訂正復号結果を上記選択合 るように構成することができる
。
【００２１】
　また、各無線受信局が誤り訂正復号前の信号を量子化して受信局に伝送する際の量子化
を効率的に行えるという観点から、本発明は、請求項 に記載されるように、上記受信信
号合成方法において、各無線受信局では、誤り訂正復号前の信号として復調器の出力を量
子化した信号を上記受信局に伝送するに際し、復調器のＩ  チャネル出力信号とＱ  チャネ
ル出力信号とからなる２  次元の情報に対応する量子化テーブルを作成し、この量子化テ
ーブルを参照して復調器の出力を量子化するように構成することができる。
【００２２】
　また、請求項 に記載されるように、上記受信信号合成方法において、上記受信信号合
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成方法において、各無線受信局では、誤り訂正復号前の信号として復調器の出力を量子化
した信号を上記受信局に伝送するに際し、時間的に連続する復調器の I チャネル出力信号
とＱチャネル出力信号とをまとめた情報に対応する量子化テーブルを作成し、この量子化
テーブルを参照して復調器の出力を量子化するように構成することができる。
【００２３】
　また、請求項 に記載されるように、上記受信信号合成方法において、各無線受信局で
は、誤り訂正復号前の信号として復調器の出力を量子化した信号を上記受信局に伝送する
に際して、復調器出力信号から算出される平均値及び分散を用いて逐次的に量子化テーブ
ルを作成し、この量子化テーブルを参照して復調器の出力を量子化するように構成するこ
とができる。
【００２４】
　また、請求項１０に記載されるように、上記受信信号合成方法において、各無線受信局
では、誤り訂正復号前の信号を量子化して上記受信局に伝送するに際して、当該誤り訂正
復号前の信号から推定される受信ＳＩＲ  に基づいて量子化ビット数を決定し、その決定
されたビット数にて上記誤り訂正復号前の信号を量子化するように構成することができる
。
【００２５】
　更に、請求項 に記載されるように、上記受信信号合成方法において、各無線受信局
では、無線送信局にて誤り訂正符号化として組織符号化を施して得られた信号を当該無線
送信局から受信して、繰り返し処理を伴った誤り訂正復号を行う前の信号を量子化して得
られる信号を上記受信局に伝送するに際して、誤り訂正復号を行う前の信号の組織部と冗
長部に対してそれぞれ異なった量子化テーブルを作成し、それぞれの量子化テーブルを参
照して上記組織部と冗長部を量子化するように構成することができる。
【００２６】
　また、更に、請求項 に記載されるように、上記受信信号合成方法において、各無線
受信局では、誤り訂正復号前の信号を量子化して上記受信局に伝送するに際して、受信局
と当該無線受信局との間の伝送情報量の状態に応じて量子化ビット数を決定し、その決定
されたビット数にて上記誤り訂正復号前の信号を量子化するように構成することができる
。
【００２７】
　また、請求項 に記載されるように、上記受信信号合成方法において、各無線受信局
では、誤り訂正復号前の信号を量子化して上記受信局に伝送するに際して、受信局から要
求される通信品質に応じて量子化ビット数を決定し、その決定されたビット数にて上記誤
り訂正復号前の信号を量子化するように構成することができる。
【００２８】
　更に、上記第一の課題を解決するため、本発明 、無線送信局から誤り訂正符号
化された信号を受信する複数の無線受信局から当該受信信号に基づいた信号を受信局に対
して送信し、受信局にて受信される信号に基づいて受信情報系列を生成するようにした受
信信号合成システムにおいて、各無線受信局は、無線送信局から受信した信号に対して誤
り訂正復号を行う第一の誤り訂正復号手段と、上記受信した信号に対して誤り検出処理を
行う誤り検出手段と、該誤り検出手段にて誤りが検出されなかったときに、上記第一の誤
り訂正復号手段により得られた誤り訂正復号結果を

受信局に伝送する第一の伝送制御手段とを有し、上記
受信局は、いずれかの無線受信局から誤り訂正復号結果又は誤り訂正復号前の信号を受信
したときに、上記 送信する対象である全て
の 局で誤りが検出されたか に基づいて、受信した誤り訂正復号結果を選択合
成して受信情報系列を生成するか受信した 信号を最大比合成した後に誤
り訂正復号を行って受信情報系列を生成するかを判断する判断手段を有し、上記判断手段
で判断される選択合成または最大比合成に 受信情報系列を生成するように構成される
。
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【００２９】
　また、本発明 、無線送信局から誤り訂正符号化された信号を受信する複数の無
線受信局から当該受信信号に基づいた信号を受信局に対して送信し、受信局にて受信され
る信号に基づいて受信情報系列を生成するようにした受信信号合成システムにおいて、各
無線受信局は、無線送信局から受信した信号に対して誤り訂正復号を行う第一の誤り訂正
復号手段と、上記受信した信号に対して誤り検出処理を行う誤り検出手段と、該誤り検出
手段での誤り検出結果に応じた第一の情報または該第一の情報より誤りの程度の大きい状
態を表す第二の情報を受信局に伝送する誤り状態情報伝送制御手段とを有し、受信局は、
いずれかの無線受信局から上記第一の情報を受信したときに、その第一の情報の送信元と
なる無線受信局に対して第一の信号伝送命令を する第一の信号伝送命令手段と、全て
の無線受信局から上記第二の情報を受信したときに、全ての無線受信局に対して第二の信
号伝送命令を伝送する第二の信号伝送命令手段とを有し、各無線受信局は、更に、受信局
から上記第一の信号伝送命令を受信したときに、誤り訂正復号結果を受信局に送信する第
一の伝送制御手段と、上記受信局から上記第二の信号伝送命令を受信したときに、誤り訂
正復号前の信号を受信局に伝送する第二の伝送制御手段とを有し、受信局は、更に、無線
受信局から誤り訂正復号結果を受信したときに、その受信した誤り訂正復号結果を選択合

て受信情報系列を生成する選択合成手段と、全ての 受信局から誤り訂正復号前の
信号を受信したときに、その受信した信号を最大比合 る最大比合成手段と、該最大比
合成手段にて得られた信号に対して誤り訂正復号を行って受信情報系列を生成する第二の
誤り訂正復号手段とを有するように構成される。
【００３０】
　上記第二の課題を解決するため、本発明 、無線送信局から誤り訂正符号化され
た信号を受信する複数の無線受信局から当該受信信号に基づいた信号を受信局に対して送
信し、受信局にて受信される信号に基づいて受信情報系列を生成するようにした受信信号
合成方法に適用される無線受信局において、無線送信局から受信した信号に対して誤り訂
正復号を行う誤り訂正復号手段と、上記受信した信号に対して誤り検出処理を行う誤り検
出手段と、該誤り検出手段での誤り検出処理にて誤りが検出されなかったときにその誤り
訂正復号結果を

受信局に伝送する第一の伝送制御手段とを有し、受信局において、該無線送
信局から誤り訂正復号結果又は誤り訂正復号前の信号を受信したときに、全ての
局で誤りが検出されたか に基づいて、受信した誤り訂正復号結果を選択合成して受信
情報系列を生成するか受信した 信号を最大比合成した後に誤り訂正復号
を行って受信情報系列を生成するかを判断し、判断結果で得られる最大比合成または選択
合 て受信情報系列を生成できるように構成される。
【００３１】
　また、 、無線送信局から誤り訂正符号化された信号を受信する複数の無
線受信局から当該受信信号に基づいた信号を受信局に対して送信し、受信局にて受信され
る信号に基づいて受信情報系列を生成するようにした受信信号合成方法に適用される無線
受信局において、無線送信局から受信した信号に対して誤り訂正復号を行う誤り訂正復号
手段と、上記受信した信号に対する誤り検出処理を行う誤り検出手段と、該誤り検出手段
にて得られた誤り検出結果に応じた第一の情報または該第一の情報より誤りの程度の大き
い状態を表す第二の情報を受信局に伝送する誤り状態情報伝送制御手段とを有し、受信局
において、該無線受信局から上記第一の情報を受信したときに、その第一の情報の送信元
となる無線受信局に対して第一の信号伝送命令を できるようにすると共に、全ての無
線受信局から上記第二の情報を受信したときに、全ての無線受信局に対して第二の信号伝
送命令を伝送できるようにし、更に、受信局から上記第一の信号伝送命令を受信したとき
に、誤り訂正復号結果を受信局に送信する第一の伝送制御手段と、受信局から上記第二の
信号伝送命令を受信したときに、誤り訂正復号前の信号を受信局に伝送する第二の伝送制
御手段とを有し、更に、受信局において、当該無線受信局から誤り訂正復号結果を受信し
たときに、その受信した誤り訂正復号結果を選択合 て受信情報系列を生成し、全ての

10

20

30

40

50

(11) JP 3852736 B2 2006.12.6

によれば

伝送

成し 無線
成す

によれば

、該誤り検出手段での誤り検出処理にて誤りが検出されときに誤り訂正復
号前の信号を

無線受信
否か

誤り訂正復号前の

成し

本発明によれば

伝送

成し



受信局から誤り訂正復号前の信号を受信したときに、その受信した信号を最大比合 た
後に誤り訂正復号を行って受信情報系列を生成できるように構成される。
【００３２】
　また、上記第三の課題を解決するため、本発明 、無線送信局から誤り訂正符号
化された信号を受信する複数の無線受信局から当該受信信号に基づいた信号を受信局に対
して送信し、受信局にて受信される信号に基づいて受信情報系列を生成するようにした受
信信号合成方法に適用される受信局において、いずれかの無線受信局から誤り訂正復号結
果を受信したときに、その受信した誤り訂正復号結果を選択合 て受信情報系列を生成
する選択合成手段と、全ての無線受信局から上記誤り訂正復号前の信号を受信したときに
、その受信した信号を最大比合 る最大比合成手段と、該最大比合成手段にて得られた
信号に対して誤り訂正復号を行って受信情報系列を生成する誤り訂正復号手段とを有する
ように構成される。
【００３３】
　また、本発明 、無線送信局から誤り訂正符号化された信号を受信する複数の無
線受信局から当該受信信号に基づいた信号を受信局に対して送信し、受信局にて受信され
る信号に基づいて受信情報系列を生成するようにした受信信号合成方法に適用される受信
局において、いずれかの無線受信局からの誤り検出処理の結果に応じた第一の情報を受信
したときに、その第一の情報の送信元となる無線受信局に対して第一の信号伝送命令を送
信する第一の信号伝送命令手段と、全ての無線受信局から上記第一の情報より誤りの程度
の大きい状態を表す第二の情報を受信したときに、全ての無線受信局に対して第二の信号
伝送命令を伝送する第二の信号伝送命令手段と、上記第一の信号伝送命令に応答して無線
受信局から誤り訂正復号結果を受信したときに、その受信した誤り訂正復号結果を選択合

て受信情報系列を生成する選択合成手段と、上記第二の信号伝送命令に応答して全て
の受信局から誤り訂正復号前の信号を受信したときに、その受信した信号を最大比合
る最大比合成手段と、該最大比合成手段にて得られた信号に対して誤り訂正復号を行って
受信情報系列を生成する誤り訂正復号手段とを有するように構成される。
【００３４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００３５】
本発明の実施の一形態に係る無線伝送システムの基本的な構成は、図１に示すようになっ
ている。この例では、無線伝送システムが上りのサイトダイバーシティが可能な移動通信
システムとして実現されている。
【００３６】
図１において、移動機（無線送信局に対応）１０は、複数の基地局（無線受信局に対応）
２０（１）、２０（２）、２０（３）とそれぞれ無線伝送路を介して通信を行う。各基地
局２０（１）、２０（２）、２０（３）は、制御局（受信局に対応し、以下、ＲＮＣとい
う）３０に有線にて接続されている。ＲＮＣ３０はネットワーク１００に接続され、ネッ
トワーク１００を介して他の通信ユニットと通信を行うようになっている。
【００３７】
移動機１０の送信部は例えば、図２に示すように構成されている。
【００３８】
図２において、移動機１０の送信部は、ＣＲＣ符号化回路１１、ターボ符号化回路１２、
変調器１３及び送信器１４を有している。ＣＲＣ符号化回路１１は、送信すべき情報を表
す送信情報系列に対してＣＲＣ符号化を施す。ターボ符号化回路１２は、ＣＲＣ符号化を
施された情報系列に対して誤り訂正符号化としてターボ符号化を施す。上記のようなＣＲ
Ｃ符号化、ターボ符号化にて得られた情報系列が変調器１３にて変調され、送信器１４か
ら送信される。
【００３９】
各基地局２０（総称的に基地局を指す場合、参照符号２０を用いる）の受信部は、例えば
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、図３に示すように構成されている。
【００４０】
図３において、基地局２０の受信部は、受信器２１、復調器２２、ターボ復号回路２３、
ＣＲＣ誤り検出回路２４及びスイッチ回路２５を有している。上述した移動機１０からの
信号は受信器２１にて受信され、更に、復調器２２にて復調される。ターボ復号回路２３
は、復調器２２からの復調出力を前述したターボ符号化（誤り訂正符号化）に対応したア
ルゴリズムに従ってターボ復号（誤り訂正復号）する。ＣＲＣ誤り検出回路２４は、上記
ＣＲＣ符号化に対応したアルゴリズムに従ってターボ復号により得られた情報系列のＣＲ
Ｃ誤り検出を行う。このＣＲＣ誤り検出回路２４の出力は、誤り検出結果としてＲＮＣ３
０に供給される。
【００４１】
また、スイッチ回路２５は、ＣＲＣ誤り検出回路２４からの誤り検出結果に応じて復調器
２２からの復調出力及びターボ復号回路２３から誤り訂正復号出力のいずれかを選択する
。上記誤り検出結果が「誤りなし」となる場合、スイッチ回路２５はターボ復号回路２３
からの誤り訂正復号出力を選択し、上記誤り検出結果が「誤りあり」となる場合、スイッ
チ回路２５は、復調器２２からの復調出力を選択する。そして、スイッチ回路２５にて選
択された信号がＲＮＣ３０に供給される。
【００４２】
ＲＮＣ３０は、例えば、図４に示すように構成される。
【００４３】
図４において、このＲＮＣ３０は、選択合成回路３１、最大比合成回路３２、誤り訂正復
号回路３３、第一のスイッチ回路３４、第二のスイッチ回路３５及び誤りチェック回路３
６を有している。各基地局２０からの信号は、第一のスイッチ回路３４を介して選択合成
回路３１及び最大比合成回路３２のいずれかに供給される。誤りチェック回路３６は、各
基地局２０から供給される誤り検出結果に基づいて、各基地局２０における復号誤りの有
無をチェックする。
【００４４】
第一のスイッチ回路３４は、各基地局に対応した切替ユニットを有しており、各切替ユニ
ットは、選択合成回路３１を選択するポートＡと最大比合成回路３２を選択するポートＢ
とを有している。誤りチェック回路３６でのチェック結果が「誤りなし」となる基地局に
対応した切替ユニットはポートＡを選択し、当該基地局からの信号（誤り訂正復号出力）
が選択合成回路３１に供給されるようになる。一方、誤りチェック回路３６でのチェック
結果が「誤りあり」となる基地局に対応した切替ユニットはポートＢを選択し、当該基地
局からの信号（復調出力）が最大比合成回路３２に供給されるようになる。
【００４５】
誤り訂正復号回路３３は、上述したターボ復号と同様のアルゴリズムに従って、最大比合
成回路３２からの合成信号に対して誤り訂正復号を施す。また、第二のスイッチ回路３５
は、誤りチェック回路３６でのチェック結果に基づいて選択合成回路３１からの出力（ポ
ートＡ）及び誤り訂正復号回路３３からの出力（ポートＢ）のいずれかを受信情報系列（
受信信号）として選択する。具体的には、少なくとも１つの基地局２０に対して「誤りな
し」のチェック結果が得られた場合、第二のスイッチ回路３５は、選択合成回路３１から
の出力（ポートＡ）を受信情報系列として選択する。一方、全ての基地局に対して「誤り
あり」のチェック結果が得られた場合、第二のスイッチ回路３５は、誤り訂正復号回路３
３からの出力（ポートＢ）を受信情報系列として選択する。
【００４６】
上記のようなＲＮＣ３０にて生成された受信情報系列は、ネットワーク１００を介して通
信相手端末に対して送信される。
【００４７】
上記のように構成される無線伝送システムにおいて、移動機１０から送信される信号に対
して、例えば、図５に示すようにしてサイトダイバーシティ受信が行われる。なお、図５
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において、各基地局２０（１）、２０ (２ )、２０（３）は、無線受信局として表され、Ｒ
ＮＣ３０は受信局として表される（以下、図６、図９、図１０、図１１、図１２、図１３
において同様）。
【００４８】
移動機１０から送信される信号を受信する複数の基地局２０（１）、２０（２）、２０（
３）のうち少なくとも１つの基地局におけるＣＲＣ誤り検出回路２４にて誤りが検出され
ない場合、図５（ａ）に示すように、その誤りが検出されない基地局（例えば、２０ (１ )
、２０（２））からは、ターボ復号回路２３からの誤り訂正復号出力がＲＮＣ３０に供給
される。一方、その誤りが検出された基地局（例えば、２０（３））からは、復調器２２
からの復調出力がＲＮＣ３０に供給される。
【００４９】
そして、ＲＮＣ３０では、提供される誤り訂正復号出力が選択合成回路３１にて合成され
、その選択合成回路３１での合成信号が受信情報系列として選択される。
【００５０】
一方、移動機１０から送信される信号を受信する複数の基地局２０（１）、２０（２）、
２０（３）の全ての基地局におけるＣＲＣ誤り検出回路２４にて誤りが検出された場合、
図５（ｂ）に示すように、全ての基地局２０（１）、２０（２）、２０（３）から、復調
器２２にて得られた復調出力がＲＮＣ３０に供給される。そして、ＲＮＣ３０では、全て
の基地局２０（１）、２０（２）、２０（３）から提供される復調出力が最大比合成回路
３２にて最大比合成され、その結果得られた合成信号が誤り訂正復号３３にて誤り訂正復
号される。この誤り訂正復号出力が受信情報系列としてＲＮＣ３０から出力される。
【００５１】
上記のようなサイトダイバーシティ受信によれば、複数の基地局のうち移動機１０からの
信号が正常に復号されて誤り検出のなされなかった基地局からは、情報量の多い復調器２
２の復調出力をＲＮＣ３０に対して伝送する必要がなく、比較的情報量の少ない誤り訂正
復号出力をＲＮＣ３０に伝送すればよい。そのため、無線受信局となる各基地局２０（１
）、２０（２）、２０（３）と受信局となるＲＮＣ３０との間の伝送情報量を低減させる
ことができる。
【００５２】
また、少なくとも１つの基地局において誤りが検出されない場合に、その誤りのない基地
局からの誤り訂正復号出力がＲＮＣ３０にて選択合成されるので、ＲＮＣ３０において比
較的品質の高い受信情報列を生成することができる。一方、全ての基地局において誤りが
検出された場合であっても、それらの基地局からの復調出力（誤り訂正復号前の信号）が
ＲＮＣ３０にて最大比合成されてから誤り訂正復号されるので、この場合にも、比較的品
質の高い受信情報系列を生成することが可能となる。
【００５３】
上記のような無線伝送システムにおいて、例えば、図６に示すようなサイトダイバーシテ
ィ受信を行うことも可能である。
【００５４】
この例では、図６（ａ）に示すように、複数の基地局のうち移動機１０からの信号が正常
に受信されて誤り検出がなされなかった基地局からは、ターボ復号回路２３からの誤り訂
正復号出力がＲＮＣ３０に伝送され、ＲＮＣ３０においてその誤り訂正復号出力が選択合
成される。一方、移動機１０からの信号が正常に受信されずに誤り検出がなされた基地局
からは何の信号もＲＮＣ３０に伝送されない。従って、全ての基地局２０（１）、２０（
２）、２０（３）にて誤りが検出された場合には、ＲＮＣ３０は、図６（ｂ）に示すよう
に、各基地局から何の信号も受信しない。この場合、ＲＮＣ３０では、伝送されなかった
情報部分は伝送誤りとして処理される。
【００５５】
このようなサイトダイバーシティ受信よれば、各基地局２０（１）、２０（２）、２０（
３）において正常な受信ができずに誤りが検出された場合、各基地局２０（１）、２０（
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２）、２０（３）から何ら信号がＲＮＣ３０に伝送されないので、各基地局２０（１）、
２０（２）、２０（３）とＲＮＣ３０との間の伝送情報量を削減することができる。また
、移動機１０の信号を同時的に受信する基地局の数や設置位置を調整することにより、全
ての基地局にて移動機１０からの信号を正常に受信できないという状況を減らすことがで
きる。従って、ＲＮＣ３０での受信情報系列の品質を比較的高く維持しつつ、基地局とＲ
ＮＣ３０との間の伝送情報量を低減することが可能となる。
【００５６】
図１に示すような無線伝送システムにおける各基地局２０（１）、２０（２）、２０（３
）及びＲＮＣ３０は、図７及び図８に示すように構成することもできる。
【００５７】
各基地局の構成を示す図７において、この基地局２０は、前述した例と同様に、受信器２
１、復調器２２、ターボ復号回路２３及びＣＲＣ誤り検出回路２４を有する。この基地局
２０は、更に、後述するＲＮＣ３０からの伝送命令信号によって切替わるスイッチ回路２
６を有している。このスイッチ回路２６は、誤り訂正復号出力の伝送命令信号が入力する
と、ターボ復号回路２３からの誤り訂正復号出力（ポートＡ）を選択し、復調出力の伝送
命令信号が入力すると、復調器２２からの復調出力（ポートＢ）を選択する。そして、こ
のスイッチ回路２６にて選択された信号が、ＣＲＣ誤り検出回路２４からの誤り検出信号
と共にＲＮＣ３０に供給される。
【００５８】
ＲＣＮ３０の構成を示す図８において、このＲＮＣ３０は、前述した例と同様に、選択合
成回路３１、最大比合成回路３２、誤り訂正復号回路３３、第一のスイッチ回路３４、第
二のスイッチ回路３５及び誤りチェック回路３６を有している。このＲＮＣ３０は、更に
、誤り訂正復号出力の伝送命令を発生する第一の伝送命令発生回路３７、復調出力の伝送
命令を発生する第二の伝送命令発生回路３８及びスイッチ回路３９を有している。このス
イッチ回路３９は、誤りチェック回路３６からの誤り検出のチェック結果に基づいて第一
の伝送命令発生回路３７からの誤り訂正復号出力の伝送命令（ポートＡ）と第二の伝送命
令発生回路３８からの復調出力の伝送命令（ポートＢ）のいずれかを選択する。
【００５９】
具体的には、誤りチェック回路３６にて「誤りなし」のチェック結果が得られた場合、ス
イッチ回路３９は、第一の伝送命令発生回路３７からの誤り訂正復号出力の伝送命令を選
択し、一方、誤りチェック回路３６にて「誤りあり」のチェック結果がえられた場合、ス
イッチ回路３９は、第二の伝送命令発生回路３８からの復調出力の伝送命令を選択する。
このスイッチ回路３９にて選択された伝送命令は、前述したように、誤りチェックの対象
となる基地局のスイッチ回路２６（図７参照）に供給される。
【００６０】
このように構成される各基地局２０（１）、２０（２）、２０（３）及びＲＮＣ３０を有
する無線伝送システムにおいて、例えば、図９及び図１０に示すように、ダイバーシティ
受信が行われる。
【００６１】
図９は、少なくとも１つの基地局が移動機１０からの信号を正常に受信して誤り検出がな
されなかった場合を示す。また、図１０は、全ての基地局において移動機１０からの信号
を正常に受信できずに誤り検出がなされた場合を示す。
【００６２】
図９に示す場合、移動機１０からの信号を正常に受信してＣＲＣ誤り検出回路２４にて誤
りが検出されない基地局（２０（１）、２０（２））は、誤り検出結果として「高信頼度
」の信号のみをＲＮＣ３０に送信し、移動機１０からの信号を正常に受信できずにＣＲＣ
誤り検出回路２４にて誤りが検出された基地局（２０（３））は、誤り検出結果として「
低信頼度」の信号のみをＲＮＣ３０に送信する（図９（ａ）参照）。このように各基地局
から「高信頼度」の信号及び「低信頼度」の信号を受信したＲＮＣ３０は、「高信頼度」
の信号を送ってきた基地局に対して、上記第一の伝送命令発生回路３７（図８参照）を選

10

20

30

40

50

(15) JP 3852736 B2 2006.12.6



択して誤り訂正復号出力の伝送命令を送信し、「低信頼度」の信号を送ってきた基地局に
対して応答を返さない（図９（ｂ）参照）。
【００６３】
そして、この誤り訂正復号出力の伝送命令を受信した基地局では、この伝送命令に基づい
てスイッチ回路２６がポートＡを選択し（図７参照）、その結果、ターボ復号回路２３か
らの誤り訂正復号出力が当該基地局からＲＮＣ３０に伝送される。一方、誤り検出結果と
して「低信頼度」の信号をＲＮＣ３０に送信した基地局は、その応答がＲＮＣ３０から返
送されず、何の信号もＲＮＣ３０に対して送信しない（図９（ｃ）参照）。
【００６４】
上記のようにして「高信頼度」の誤り検出結果が得られた各基地局から伝送される誤り訂
正復号出力を受信したＲＮＣ３０は、それらの誤り訂正復号出力を選択合成して受信情報
系列を生成する。
【００６５】
また、図１０に示す場合、全ての基地局２０（１）、２０（２）、２０（３）において、
移動機１０からの信号を正常に受信できずにＣＲＣ誤り検出回路２４にて誤りが検出され
ると、各基地局２０（１）、２０（２）、２０（３）は、誤り検出結果として「低信頼度
」の信号のみをＲＮＣ３０に送信する（図１０（ａ）参照）。全ての基地局から「低信頼
度」の信号を受信したＲＮＣ３０は、全ての基地局に対して、上記第二の伝送命令発生回
路３７（図８参照）を選択して復調出力の伝送命令を送信する（図１０（ｂ）参照）。
【００６６】
そして、この復調出力の伝送命令を受信した各基地局では、この伝送命令に基づいてスイ
ッチ回路２６がポートＢを選択し（図７参照）、その結果、復調器２２からの復調出力が
各基地局からＲＮＣ３０に伝送される。このようにして「低信頼度」の誤り検出結果が得
られた全ての基地局から伝送される復調出力を受信したＲＮＣ３０は、それらの復調信号
を最大比合成し、その後、誤り訂正復号の処理を実行して受信情報系列を生成する。
【００６７】
上記のようなサイトダイバーシティ受信によれば、移動機１０からの信号を正常に受信で
きた基地局及び正常に受信できなかった基地局からは、まず、誤り検出結果についての情
報（「高信頼度」または「低信頼度」）だけがＲＮＣ３０に伝送される。ＲＮＣ３０は、
少なくとも１つの基地局から「高信頼度」の信号を受信したときに、その信号の送り元と
なる基地局に対して誤り訂正復号出力の伝送命令を送信する。一方、全ての基地局から「
低信頼度」の信号を受信したときのみ、ＲＮＣ３０は、全ての基地局に対して復調出力の
伝送命令を送信する。そして、各基地局は、そのような誤り検出結果を表す情報をＲＮＣ
３０に送信した後に、誤り訂正復号出力の伝送命令を受信したときに、その伝送命令に従
って誤り訂正復号出力をＲＮＣ３０に伝送し、誤り検出結果を表す情報をＲＮＣ３０に送
信した後に復調出力の伝送命令を受信したときに、その伝送命令に従って復調出力をＲＮ
Ｃ３０に伝送する。
【００６８】
従って、各基地局２０（１）、２０（２）、２０（３）とＲＮＣ３０との間を比較的情報
量の多い復調出力が伝送される場合が極力減り、その情報伝送量を低減することが可能と
なる。
【００６９】
移動機１０からの受信信号の誤り検出法としてＣＲＣ符号化を用いることにより、精度の
高い誤り検出が可能である。しかし、誤検出の確率はゼロにはならない。このような状況
を考慮して、例えば、図１１に示すように、各基地局での誤り検出結果と併せて移動機１
０との通信における受信ＳＩＲをＲＮＣ３０に伝送することが好ましい。この場合、誤り
検出結果と共にこの受信ＳＩＲを受信したＲＮＣ３０は、例えば、受信ＳＩＲが最大とな
る基地局からの誤り訂正復号出力に対して選択合成を施して受信情報系列を作成する。
【００７０】
上記のように受信ＳＩＲが最大となる基地局では、移動機１０からの信号をより確実に受
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信できている（誤り検出における誤検出の確率が低い）。従って、受信ＳＩＲの低い基地
局にて、誤り検出の誤検出が発生したとしても、ＲＮＣ３０にて得られる受信情報系列の
品質低下を防止することができる。
【００７１】
前述したように、移動機１０での誤り訂正符号化としてターボ符号化を用い、各基地局２
０（１）、２０（２）、２０（３）での誤り訂正復号としてターボ復号を用いた場合、各
基地局２０（１）、２０（２）、２０（３）におけるターボ復号処理において、繰り返し
処理が行われる。この場合、各基地局は、所定回数その繰り返し処理が行われる毎にその
誤り訂正復号出力に対してＣＲＣ誤り検出を実行し、その誤り検出結果をＲＮＣ３０に報
告するようにすることができる。そして、ＲＮＣ３０は、例えば、図１２（ａ）に示すよ
うに、各基地局から報告される誤り検出結果の全てが「低信頼度」である状況では、図１
２（ｂ）に示すように、各基地局２０（１）、２０（２）、２０（３）に対して「復号継
続」の指示を行う。この「復号継続」の指示を受信した各基地局２０（１）、２０（２）
、２０（３）は、ターボ復号回路２３での処理が継続して繰り返し実行される。
【００７２】
そして、このようにターボ復号回路２３での繰り返し処理が所定回数に達する毎に誤り訂
正復号出力に対してＣＲＣ誤り検出を実行する過程で、例えば、図１３（ａ）に示すよう
に、少なくとも１つの基地局（例えば、２０（１））からの誤り検出結果が「高信頼度」
になると、ＲＮＣ３０は、図１３（ｂ）に示すように、「高信頼度」となる誤り検出結果
を伝送した基地局（２０（１））に対して誤り訂正復号出力の伝送命令を送信する共に、
他の基地局（２０（２）、２０（３））に対して復号停止命令を送信する。この誤り訂正
復号出力の伝送命令を受信した基地局は、図１３（ｃ）に示すように、ターボ復号回路２
３からの誤り訂正復号出力をＲＮＣ３０に送信する。そして、この誤り訂正復号出力を受
信したＲＮＣ３０は、受信した誤り訂正復号出力に対して選択合成を施して受信情報系列
を生成する。また、上記復号停止命令を受信した基地局は、その時点での誤り訂正復号出
力に対する誤り検出の結果にかかわらず、ターボ復号回路２３での繰り返し処理を停止さ
せる。
【００７３】
このような処理によれば、各基地局において適正な誤り訂正復号出力を得るまでに実行す
べき復号処理の繰り返し数をより少なくすることが可能となり、各基地局において適正な
誤り訂正復号出力を得るための処理時間を短縮することが可能となる。
【００７４】
上記無線伝送システムにおいて、移動機１０及び各基地局２０（１）、２０（２）、２０
（３）を図１４及び図１５に示すように構成することができる。
【００７５】
移動機１０の構成を示す図１４において、この移動機１０の送信部は、ターボ符号化回路
１２に代えて畳み込み符号化回路１２１を有している。従って、送信情報系列にＣＲＣ符
号化が施された後に、誤り訂正符号化として畳み込み符号化が施される。そして、この畳
み込み符号化回路１２１にて得られた信号系列に対して変調及び送信が行われる。
【００７６】
また、各基地局の構成を示す図１５において、各基地局２０の受信部は、ターボ復号回路
２３に代えて、上記移動機１０の畳み込み符号化回路１２１に対応させたビタビ復号回路
２３１を有している。従って、受信、復調の後にビタビ復号が行われ、そのビタビ復号出
力に対してＣＲＣ誤り検出が実行される。そのＣＲＣ誤り検出の結果、誤りが検出されな
ければ、ビタビ復号結果が誤り訂正復号出力としてＲＮＣ３０に伝送される。
【００７７】
また、各基地局２０の受信部は、復調器２２からの復調出力を量子化する量子化回路２７
及び量子化回路２７から出力される量子化出力をランレングス圧縮するランレングス圧縮
回路２８を有している。従って、上記ＣＲＣ誤り検出の結果、誤りが検出されると、復調
出力（ビタビ復号回路２３１への入力信号）が量子化され、そのランレングス符号化され
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た後に、ＲＮＣ３０に送信される。
【００７８】
各基地局２０における上記量子化回路２７は、例えば、図１６に示すように構成すること
ができる。
【００７９】
図１６において、この量子化回路２７は、量子化器２７１、相関検出器２７２及び量子化
テーブル作成回路２７３を有している。受信器２１にて得られた受信信号を復調処理する
復調器２２は、ＩチャネルとＱチャネルを有しており、復調により得られたＩチャネルと
Ｑチャネルの信号が相関検出器２７２に入力している。相関検出器２７２は、Ｉチャネル
とＱチャネルの信号の相関を測定する。そして、相関検出器２７２での測定結果に基づい
て量子化テーブル作成回路２７３が量子化テーブルを作成する。
【００８０】
上記復調器２２の出力となるＩチャネルとＱチャネルの各信号の相関が高い場合には、ど
ちらか一方のチャンネルの量子化ビット数を低減することができるため、効率の高い量子
化テーブルを作成することができる。このように作成された量子化テーブルを参照して、
量子化器２７１が復調器２２からの復調出力を量子化する。
【００８１】
上記量子化回路２７は、図１７に示すようにも構成することができる。
【００８２】
この例では、前記例と同様に、量子化回路２７は、量子化器２７１、相関検出器２７１及
び量子化テーブル作成回路２７３を有している。この量子化回路２７は、更に、復調器２
２からのＩチャネル及びＱチャネルの信号が直接相関検出器２７２に入力すると共に、そ
れぞれ遅延素子２７４、２７５を介して相関検出器２７２に入力している。
【００８３】
このような量子化回路２７では、相関検出器２７２は、Ｉチャネル及びＱチャネルの信号
とそれらが遅延された信号に基づいて各信号の相関を測定している。そして、あるチャネ
ル（例えば、Ｉチャネル）の信号以外の信号（例えば、Ｑチャネル及び遅延された信号）
については量子化ビット数を低減することができるため、効率の高い量子化テーブルを作
成することができる。そして、このように作成された量子化テーブルを参照して量子化器
２７１が復調器２２からの復調出力を量子化する。
【００８４】
更に、復調器２２及び量子化回路２７は、例えば、図１８に示すように構成することもで
きる。この例は、Ｗ－ＣＤＭＡ（ Wide-Band Code Division Multiple
Access）方式の無線伝送システムに適用されるものである。
【００８５】
図１８において、復調器２２は、 RAKE合成器２２１、平均値演算部２２２、分散演算部２
２３、受信ＳＩＲ検出部２２４及びＴＰＣコマンド生成部２２５を有している。このよう
にＷ－ＣＤＭＡ方式では、拡散された受信信号を逆拡散してレイク合成（ RAKE合成）した
後に、移動機の電力制御（ＴＰＣ）コマンドを生成するために、 RAKE合成器２２１からの
出力信号の平均値及び分散がそれぞれ平均値演算部２２２及び分散演算部２２３にて逐次
的に演算される。そして、この平均値及び分散を用いて量子化テーブル作成回路２７３が
量子化テーブルを逐次更新する。このような量子化テーブルを参照して復調出力（レイク
合成出力）を量子化することにより、復調出力の効率的な量子化が可能となる。
【００８６】
また、更に、量子化回路２７は、図１９に示すように構成することもできる。
【００８７】
この例は、前記例と同様に、Ｗ－ＣＤＭＡ方式の無線伝送システムに適用されるものであ
る。
【００８８】
図１９において、復調器２２は、図１８に示す例と同様に、 RAKE合成器２２１、平均値演
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算部２２２、分散演算部２２３、受信ＳＩＲ検出部２２４及びＴＰＣコマンド生成部２２
５を有している。また、量子化回路２７は、量子化器２７１及び量子化ビット数決定回路
２７６を有している。受信ＳＩＲ検出部２２４にて検出される受信ＳＩＲが高い場合、量
子化ビット数を削減しても通信品質の低下を招き難いため、量子化ビット数決定回路２７
６は、ＴＰＣコマンド発行のために算出される受信ＳＩＲに応じて量子化ビット数を適応
的に変化させる。例えば、受信ＳＩＲが大きい場合には量子化ビット数を少なくし、受信
ＳＩＲが小さい場合には量子化ビット数を大きくする。そして、この量子化ビット数決定
回路２７６にて決定されるビット数にて復調出力（レイク合成出力）が量子化器２７１に
て量子化される。このような量子化の手法により、通信品質を低下させることなく、効率
良く復調出力の量子化が可能となる。
【００８９】
移動機１０の送信部及び各基地局２０の受信部は、例えば、図２０及び図２１に示すよう
に構成することもできる。
【００９０】
移動機１０の送信部を示す図２０において、この移動機１０の送信部は、ターボ符号化器
１２、並列直列変換器１５、変調器１３及び送信器１４を有している。ターボ符号化器１
２からの出力されるターボ符号化された信号の組織部と冗長部とが並列直列変換器１５に
よって多重化される。その多重化された信号が変調器１３にて変調され、その変調信号が
送信器１４から送信されるようになっている。
【００９１】
各基地局の受信部を示す図２１において、各基地局２０の受信部は、受信器２１、復調器
２２を有すると共に、上記移動機１０の送信部にて多重化された信号を組織部と冗長部に
分割する直列並列変換器２７７を有している。この基地局２０の受信部は、更に、組織部
に対して量子化テーブルを作成する第一の量子化テーブル作成回路２７３ａとこ第一の量
子化テーブル作成回路２７３ａにて作成された量子化テーブルを参照して組織部の量子化
を行う第一の量子化器２７１ａを有すると共に、冗長部に対して量子化テーブルを作成す
る第二の量子化テーブル作成回路２７３ｂとこの第二の量子化テーブル作成回路２７３ b
にて作成された量子化テーブルを参照して冗長部の量子化を行う第二の量子化器２７１ｂ
を有している。そして、第一及び第二の量子化器２７１ａ、２７１ｂからの組織部及び冗
長部の量子化出力が並列直列変換器２７８にて多重化され、受信情報系列が生成される。
【００９２】
このような構成となる移動機１０及び各基地局２０を有する無線伝送システムでは、組織
部と冗長部に対する量子化テーブルが個別に作成される。ターボ復号においては、冗長部
の信号より組織部の信号の重要性が高いため、冗長部より組織部の方が量子化雑音が少な
くなるように量子化テーブルを作成することにより、効率のより量子化が可能となる。
【００９３】
各基地局２０の受信部は、例えば、図２２に示すように構成することも可能である。
【００９４】
図２２において、基地局２０の受信部は、受信器２１、復調器２２、量子化器２７１及び
量子化ビット数決定回路２７６を有している。量子化ビット数決定回路２７６は、各基地
局より上位の制御局となるＲＮＣ３０からの要求品質情報及び基地局－ＲＮＣ間の回線容
量情報のいずれかまたは双方に基づいて量子化ビット数を適応的に決定する。そして、量
子化器２７１は、上記のように決定された量子化ビット数にて復調出力の量子化を行う。
【００９５】
上記のような各基地局の構成により、ユーザが要求する品質での通信や、基地局－ＲＮＣ
３０間における伝送情報量の状況においてより高い品質での通信が可能となる。
【００９６】
上述した各例では、無線送信局として移動機１０、複数の無線受信局として基地局２０（
１ )、２０（２）、２０（３）、受信局として制御局ＲＮＣ３０がそれぞれ用いられた無
線伝送システムについて説明したが、本発明は、このような構成に限定されることはなく
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、移動通信システム以外の無線伝送システムにも適用することができる。また、無線受信
局（基地局）と受信局（ＲＮＣ）は、有線の伝送路にて接続される構成であっても、無線
の伝送路接続される構成であってもよい。
【００９７】
【発明の効果】
以上、説明してきたように、請求項１乃至２１記載の本願発明に係る受信信号合成方法及
びシステムによれば、誤り検出のなされない場合に、比較的情報量の少ない誤り訂正復号
結果が無線受信局から受信局に伝送され、受信局にてその誤り訂正復号結果が合成されて
受信情報系列が生成されるので、各無線受信局－受信局間における伝送情報量をできるだ
け少なくしつつ、受信局にてより品質の高い受信信号が得られるようになる。
【００９８】
また、請求項２２乃至２６記載の本願発明によれば、上記のような受信信号合成方法に適
用することのできる無線受信局を提供することができる。
【００９９】
更に、請求項２７及び３０記載の本願発明によれば、上記のような受信信号合成方法に適
用することのできる受信局を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の一形態に係る無線伝送システムの構成例を示すブロック図である
。
【図２】移動機の送信部の構成例を示すブロック図である。
【図３】各基地局の受信部の構成例を示すブロック図である。
【図４】制御局（ＲＮＣ）の構成例を示すブロック図である。
【図５】ダイバーシティ受信の第一の例を説明する図である。
【図６】ダイバーシティ受信の第二の例を示す図である。
【図７】各基地局の受信部の他の構成例を示すブロック図である。
【図８】制御局（ＲＮＣ）の他の構成例を示すブロック図である。
【図９】ダイバーシティ受信の第三の例（その１）を示す図である。
【図１０】ダイバーシティ受信の第三の例（その２）を示す図である。
【図１１】ダイバーシティ受信の第四の例を示す図である。
【図１２】ダイバーシティ受信の第五の例（その１）を示す図である。
【図１３】ダイバーシティ受信の第五の例（その２）を示す図である。
【図１４】移動機の送信部の他の構成例を示すブロック図である。
【図１５】各基地局の受信部の他の構成例を示すブロック図である。
【図１６】量子化回路の構成例を示すブロック図である。
【図１７】量子化回路の他の構成例を示すブロック図である。
【図１８】復調器及び量子化回路の構成例を示すブロック図である。
【図１９】復調器及び量子化回路の他の構成例を示すブロック図である。
【図２０】移動機の送信部の他の構成例を示すブロック図である。
【図２１】各基地局の受信部の他の構成例を示すブロック図である。
【図２２】各基地局の受信部の他の構成例を示すブロック図である。
【図２３】サイトダイバーシティ受信を行う無線伝送システムの基本的な構成例を示すブ
ロック図である。
【符号の説明】
１０　移動機（無線送信局）
１１　ＣＲＣ誤り符号化回路
１２　ターボ符号化回路
１３　変調器
１４　送信器
２０、２０（１）、２０（２）、２０（３）　基地局（無線受信局）
２１　受信器
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２２　復調器
２３　ターボ復号回路
２４　ＣＲＣ誤り検出回路
２５　スイッチ回路
３０　制御局ＲＮＣ（受信局）
３１　選択合成回路
３１　最大比合成回路
３３　誤り訂正復号回路
３４　第一のスイッチ回路
３５　第二のスイッチ回路
３６　誤りチェック回路
３７　第一の伝送命令発生回路
３８　第二の伝送命令発生回路
３９　スイッチ回路
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】
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